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鯉のように大きくなあれ



現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

　５月３日㈮、大川地
区で開催された「大川
鯉のぼり祭」を取材し
ました。
　晴れ渡る青空の下、
祭り会場は、市内外か
ら訪れた多くの家族連
れでにぎわっていまし
た。子どもたちは、優
雅に泳ぐ鯉のぼりを前
に、元気にはしゃいで
いました。

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙

３ページ～   あなたが、みんなが、地域が
　　　　　　　健康であるために（特集）

８ページ～ おおずニュース

₁₂ページ～   シリーズ

₁₅ページ   まちのわだい

₁₆ページ～  おしらせ

₂₅ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド

₂₈ページ  がんばるひと（龍馬の炭窯）

picture 写真

税　　　別 ６月 ７月 ８月 ９月

市 県 民 税 １期 ２期

固 定 資 産 税 ２期 ３期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期 ３期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

６ 月の納税など　納期限は７月１日㈪です

人の動き（先月比）

人口　　　47,203人　（－ 41）
　男　　22,456人　（－ 1 ）
　女　　24,747人　（－ 40）
世帯数　20,305世帯（+ 34 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　45件（69件）
　死者　  １人（１人） 
　負傷者　54人（80人）

（2013年４月末現在）

　

私
は
今
、
習
字
や
ピ
ア
ノ
、

百
人
一
首
な
ど
の
習
い
ご
と
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。「
一
生
懸

命
」
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
、
何

事
に
も
全
力
で
取
り
組
む
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
通
う
大
洲
小
学
校
に

は
、
明
る
い
友
だ
ち
や
優
し
く

勉
強
を
教
え
て
く
だ
さ
る
先
生

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
授
業
で

は
、
特
に
家
庭
科
と
図
工
の
時

間
が
好
き
で
、
家
で
も
料
理
を

作
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
族

の
み
ん
な
が
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
る
顔
を
み
る
と
、
次
も

頑
張
っ
て
作
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　

来
年
は
中
学
生
に
な
る
の

で
、
大
洲
小
学
校
の
友
達
と
毎

日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
は
、
大
好
き
な
動
物
た

ち
と
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
仕

事
を
し
た
い
で
す
。

今月の題字作成者
大洲小学校５年（現：大洲小学校６年）

　山　本　あかね さん

が ん ば る 大 洲 っ 子
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日
本
は
現
在
、
24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー

が
建
ち
並
び
、
充
実
し
た
交
通
網
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、

と
て
も
便
利
で
豊
か
な
社
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
日
頃
か
ら
そ
れ
ら
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
豊
か
さ
が
も
た
ら
す
も
の
は
、
必
ず
し
も
プ
ラ
ス

な
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病

が
、
国
民
病
と
し
て
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
こ
と
は
、
み

な
さ
ん
も
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
問
題
は
、現
代
人
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
の
一
つ
。

　

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
の
考
え
る
健
康
と
は
、
一
体
ど

ん
な
も
の
で
す
か
。

　

日
頃
か
ら
運
動
を
行
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
食
生
活
に

気
を
遣
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
答
え
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
い
ざ
健
康
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
と
、
私

た
ち
は
無
意
識
の
う
ち
に
、
ま
ず
体
に
関
す
る
こ
と
を
思

い
浮
か
べ
ま
せ
ん
か
。

　

反
対
に
、
心
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
指
摘
さ
れ

て
初
め
て
気
が
つ
く
こ
と
が
多
く
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

健
康
を
考
え
る
上
で
、
心
と
体
の
問
題
は
切
り
離
せ
ま

せ
ん
。

　

今
一
度
、
健
康
に
つ
い
て
見
直
し
、
心
も
体
も
元
気
に
。

そ
し
て
、
地
域
に
笑
顔
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

あなたが、みんなが、地域が健康であるために
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欧
米
諸
国
だ
け
で
な
く
、
日
本
で
も

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
肥
満
」。

高
カ
ロ
リ
ー
で
手
軽
に
手
に
入
る
フ
ァ

ー
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど
、
日
本
人
の
食
生

活
が
欧
米
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
も
、

そ
の
要
因
で
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
、
太
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
問
題
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

肥
満
で
最
も
恐
ろ
し
い
こ
と
は
、
高
血
圧

や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
を
は
じ
め
と
し
た
、
数
多
く
の
病
に

か
か
り
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
他
、三
大
疾
病
で
あ
る
「
が
ん
」

「
心
臓
病
」「
脳
卒
中
」
を
引
き
起
こ
す

危
険
性
も
あ
り
、
命
に
関
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
市
内
の
死
因
別
死
亡
数
の

統
計
を
見
て
も
、
こ
れ
ら
が
原
因
で
亡

く
な
っ
た
人
の
数
は
、
死
亡
者
数
の
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
」
も
深
刻
な
問
題
で
す
。
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、
内

臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
て
、
高
血
糖
、

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
の
う
ち
２
つ
以

上
を
合
わ
せ
も
っ
た
状
態
を
指
し
ま

す
。こ
れ
も
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
と
い
っ
た
命
に
か
か

わ
る
病
気
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
の

で
、大
変
危
険
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
な
ど
の
患
者
数
は
年
々

増
加
し
、
現
代
病
の
一
つ
と
し
て
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、

幼
い
頃
か
ら
の
食
習
慣
も
影
響
し
て
い

て
、
規
則
正
し
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
生
活
へ
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
、
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

食
の
豊
か
さ
が
も
た
ら
す
も
の

隠れメタボの実態

　平成22年度大洲市特定健診では、40歳～ 74歳の男性では ５人に ２ 人が、女性で
は ７ 人に １ 人が、メタボリックシンドロームとその予備群であるという結果が出
ました。これは、国の予想より低い状況でしたが喜んでばかりはいられません。
痩せていても、高血圧・糖尿病などの生活習慣病にかかる人もいるからです。
　バランスのとれた食生活など、日頃の健康づくりを各自の課題に沿って取り組
むように心がけましょう。

昭和51 平成元
（年）

平成22年　30.4％

男性

平成22年　21.1％

（％）
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女性

がん
（悪性新生物）

140人

心疾患（高血圧性を除く）
129人

肺炎
82人

老衰27人

肝疾患8人
糖尿病7人
結核4人
高血圧性疾患3人

不慮の事故26人
腎不全12人

脳血管疾患
68人

その他
121人

肥満の割合の年次推移（対人口比）

死因別死亡数（H₂₂大洲市内）

【厚生労働省「国民健康・栄養調査結果の概要」（平成₂₂年）】

【大洲市統計書（平成₂₄年版）より】
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近
年
、
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
「
心
の
病
気
」。
こ
れ
も
現
代
病
の

一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
、
大
き
な
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

心
の
病
気
と
は
、
家
庭
環
境
、
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
、
対
人
関
係
な
ど
の
社
会

的
ス
ト
レ
ス
、
過
労
、
睡
眠
不
足
な
ど

の
悪
条
件
が
引
き
金
に
な
っ
て
起
こ
る

病
気
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
私
た
ち
が
最
も
耳
に
す

る
病
気
の
一
つ
に
、「
う
つ
病
」
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

う
つ
病
と
は
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
や

身
体
的
ス
ト
レ
ス
が
重
な
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
脳
の
機
能
に
障
害

が
起
き
て
い
る
状
態
を
指
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
脳
が
う
ま
く
働
か
ず
、
も
の

の
見
方
が
否
定
的
に
な
り
、
自
分
が
だ

め
な
人
間
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
傾
向
に

陥
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

症
状
に
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
早

期
発
見
の
た
め
に
は
、
本
人
だ
け
で
は

な
く
、
周
り
の
人
の
気
づ
き
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

現
代
病
の
一
つ
　
心
の
病
気

　おかしいかな、あてはまるかなと思ったらまずは専門家に相談しましょう。

専門家のいるところは総合病院の精神科や心療内科、もしくは精神科専門のクリニックなどです。

インターネットや本などで一方的な情報を集めて自己診断することは、

正しい診療を受ける機会を遅らせるだけです。

どこに行けばいいか分からない時は、自分のことをよく知っているかかりつけの医師に相談したり、

地元の保健センター、保健所、心と体の健康センターなどの相談窓口を利用しましょう。

159

1996.10 1999.10 2002.10 2005.10 2008.10 2011.10
0

200

400

600

800

1000

1200
千人

162 243 338 386 374

584

958

655

1,041

586

924

468

711

279

441

274

433

男 女

うつ病・躁うつ病の総患者数

【（資料）厚生労働省「患者調査」】

うつ病の主な症状

▽自分で感じる症状
気分が重い・沈む、イライラする、元気がな
い、集中力がない、好きなこともやりたくない、
眠れないなど

▽周囲から見てわかる症状
表情が暗い、涙もろい、反応が遅い、落ち着
かない、飲酒量が増えるなど

▽体に出る症状
食欲がない、体がだるい、疲れやすい、頭痛、
肩こり、動悸、便秘がち、めまい、口が渇く
など
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肥
満
の
原
因
の
一
つ
に
は
、
栄
養
（
カ
ロ
リ
ー
）
の
と
り
過
ぎ

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
偏
食
に
よ
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ

な
ど
、
食
生
活
の
乱
れ
も
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
食
生
活
の
改
善
を
目
的
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
料
理
を
研
究
、
周
知
活
動
を
図
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
役
割
は
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
身
近
な
地
域
の
窓
口
と
し
て
、
相

談
者
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
「
道
」
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

市
内
で
も
、
心
を
病
ん
で
い
る
人
は

多
く
、
あ
り
ふ
れ
た
病
気
に
な
り
つ
つ

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

心
の
病
気
で
大
切
な
こ
と
は
、
い
ち

早
く
治
療
に
と
り
か
か
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、「
い
つ
も
と
違
う
な
」

「
最
近
し
ん
ど
い
な
」
な
ど
の
サ
イ
ン

を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

一
人
で
悩
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
。
ど

ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
い
い
の
で
、
ま

ず
は
私
た
ち
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　大洲市食生活改善推進協議会（食改）
は、「私たちの健康は私たちの手で」
をテーマに、健康食の普及や食育の推
進を行っています。
　食改では、19支部それぞれが料理教
室を開催しています。若宮支部でも、
女性だけでなく男性にも料理教室への
参加を呼びかけ、塩分控えめで栄養バ
ランスのとれたレシピを、積極的に地
域のみなさんに紹介しています。

　適度な運動は、病気になりにくい体をつくる第一歩
ですが、心のケアも同様に大切です。
　みなさんも、だれかに愚痴をこぼしたり相談するこ
とで、心が落ち着いたという経験があると思います。
　身近な相談窓口。みなさんは知っていますか。

　また、体操教室を開催するなど、食
事と運動のバランスをとるように心が
けています。
　食生活を変えることは、意外に難し
いことです。そのため、みなさんには
食改主催の「健康食フェア」などを参
考に、健康食をより身近なものとして
認識してもらいたいと思います。
　みなさんもぜひ、日々の健康サイク
ルをつくっていきましょう。

大洲市食生活改善推進協議会　若宮支部

支部長　篠崎　末
す え

子
こ

 さん

ＮＰＯ法人　すたぁと
　　相談支援事業所　かみやま

岩本　未
み

奈
な

 さん　村上美
み

智
ち

子
こ

 さん

食べることは、

生きる上で必要なこと

だからこそ、おいしく・

ヘルシーな料理を届けたい

　
ま
ず
は
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い

そ
れ
が
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
で
す
。
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元気を地域に届ける

ほ
ん
の
少
し
前
へ

　

健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
方
は
、

人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
食
生
活
の
改

善
を
行
う
人
も
い
れ
ば
、
相
談
に
か
か

る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
参
画
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
何
事
も
ま
ず
『
変
わ
ろ
う
』

『
や
っ
て
み
よ
う
』
と
い
う
、
意
識
を
持

つ
こ
と
が
最
初
の
一
歩
で
す
。
そ
し
て
、

一
歩
を
踏
み
出
し
た
後
は
、
自
分
の
で

き
る
範
囲
で
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
。

小
さ
な
こ
と
か
ら
こ
つ
こ
つ
と
。
そ
れ

が
大
き
な
結
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
地
域
づ
く
り

　

笑
顔
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
で
す
。
あ
な

た
の
笑
顔
が
周
り
の
人
を
笑
顔
に
し
、

や
が
て
は
地
域
全
体
に
笑
顔
の
輪
を
広

げ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
あ
な
た
の
笑

顔
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
笑
顔
の
た

め
に
は
、
心
と
体
が
元
気
で
あ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

さ
あ
、
笑
顔
づ
く
り
を
始
め
る
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
に
住
む
み
な
さ

ん
が
一
体
と
な
り
、
笑
顔
の
花
を
咲
か

せ
る
時
代
で
す
。

　あなたの周りには、笑顔があふれていますか。最近では、地域住民同士のつながり（コミュニケー
ション）が希薄化し、地域全体で元気がなくなってきているような気がします。
　地域が元気であるためには、まず住民のみなさんが元気でなければなりません。住民のみなさ
んが元気でいるためには、心と体が健康でなければなりません。
　健康が元気を生み出し、そして元気が地域を明るくします。

　私は地元の友達と一緒に、レクバレーや卓
球など、さまざまな運動を楽しんでいます。
また、魚釣りが大好きで、釣り仲間と遠出し、
いろいろな土地へ赴くこともあります。みん
なで集まると、運動ではもちろん、何気ない
世間話でも盛り上がり、笑顔の絶えない時間
を過ごすことができます。
　私は、何事もみんなで行うから楽しく、喜
びを分かち合うことができるのだと思ってい
ます。今は、住民同士の絆が薄れてきている
とよく耳にしますが、一緒に運動を行い会話
することは、お互いのことを知り、絆を深め
ることにつながると実感しています。
　私には夢があり、その夢を追いかけるため
にも健康であり続けたいと思っています。周
囲の人たちに支えられ、今もこうして元気で
いられることは本当に幸せです。
　これからも、地域のみんなと一緒に笑顔の
絶えない地域をつくっていきたいです。

新田　清
きよし

 さん（河辺町横山）

み
ん
な
で
動
い
て
、
笑
っ
て
、
会
話
し
て

そ
れ
が
理
想
の
健
康
法
だ
と
思
う
ん
で
す
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「伊予銀行エバーグリーンの森」
　　　　　森

も

林
り

づくり活動協定締結

大
洲
の
カ
ヌ
ー『
地
域
と
連
携
』　
〜
肱
川
ク
リ
ー
ン
活
動
実
施
〜

　

肱
川
の
美
化
・
保
全
を
目
的
に
、
国

立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家
を
中
心
と
し

た
ク
リ
ー
ン
活
動
が
４
月
２
日（
火
）、

大
洲
城
対
岸
の
肱
川
河
川
敷
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
と
な
り

ま
し
た
が
、大
洲
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
部
、

大
洲
市
カ
ヌ
ー
協
会
、
㈱
お
お
ず
街
な

か
再
生
館
、
大
洲
市
教
育
委
員
会
な
ど

か
ら
合
計
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

活
動
の
前
に
、
国
立
大
洲
青
少
年
交

流
の
家
の
松
岡
孝た

か

次つ
ぐ

所
長
は
「
カ
ヌ
ー

活
動
の
本
格
的
な
実
施
の
前
に
、
肱
川

を
き
れ
い
に
で
き
る
こ
と
は
大
変
う
れ

し
い
こ
と
で
あ
る
。
今
日
は
、
い
つ
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
肱
川
に
、
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
作
業
し
た

い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

市
教
育
委
員
会
の
林
田
国
体
準
備
課
長

が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
そ
の
後
一
斉
に

清
掃
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
見
、
き
れ
い
に
見
え
る
河
川
敷
で

す
が
、
洗
濯
機
や
車
の
タ
イ
ヤ
な
ど
の

粗
大
ご
み
の
ほ
か
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
20
袋
以
上
の
ご
み
が
集
ま

り
ま
し
た
。
参
加
者
は
雨
に
濡
れ
な
が

ら
も
、
一
つ
で
も
多
く
の
ご
み
を
拾
い

集
め
よ
う
と
、
お
互
い
に
協
力
し
な
が

ら
活
動
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
洲
市
は
、
２
０
１
７
年
開
催
の
第

72
回
国
民
体
育
大
会
（
え
ひ
め
国
体
）

で
、
カ
ヌ
ー
競
技
の
開
催
予
定
地
と
し

て
内
定
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、
カ

ヌ
ー
を
は
じ
め
自
然
と
親
し
む
人
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
、
国
体
全
体
の
盛

り
上
が
り
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家
は
、
今

後
も
積
極
的
に
地
域
と
連
携
を
図
り
、

母
な
る
川
「
清
流
肱
川
」
の
美
化
・
保

全
に
努
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　平成₂₀年度から伊予銀行が大洲市阿蔵高山で取り
組んできた、「伊予銀行エバーグリーンの森」森林
づくり活動協定が、平成₂₄年度をもって終了するこ
とから、引き続き５年間の森林づくり活動を行うた
めの協定締結式が ₃ 月₂₈日㈭、県庁知事会議室で行
われました。
　この森林づくり活動協定は、愛媛県と公益財団法
人愛媛の森

も

林
り

基金を含む４者の間で結ばれ、植樹や
下草刈りなどの森林づくり活動を展開するためのも
のです。
　締結式には、中村時

とき

広
ひろ

愛媛県知事をはじめ、清水
裕

ひろし

大洲市長、大塚岩
いわ

男
お

株式会社伊予銀行頭取、髙
木健

けん

次
じ

公益財団法人愛媛の森林基金理事長が出席
し、それぞれの協定書に署名を行いました。
　締結にあたって中村知事は「森林は県民の共有財
産である。県や市町、企業が一体となって守り育て
ていこう」と述べられました。

　これにより、平成₂₅年度からも伊予銀行が、環境
保全の取り組みを積極的に進め、併せて社会・経済
への貢献に努めることを目的として、阿蔵高山で森
林づくり活動を行っていきます。

左から、髙木理事長、清水市長、大塚頭取、中村知事
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行政相談委員に委嘱 退任行政相談委員へ
総務大臣感謝状などを贈呈

新
就
職
者
激
励
大
会
を
開
催

　

新
就
職
者
の
前
途
を
祝
福
し
、
今
後

の
活
躍
を
期
待
し
て
、
平
成
25
年
度
第

49
回
新
就
職
者
激
励
大
会
が
４
月
26
日

（
金
）、
リ
ジ
ェ
ー
ル
大
洲
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
清
水
市
長
は

「
社
会
人
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
広
い
視
野
を
持
ち
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
活
動

し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
み
な

さ
ん
の
活
躍
に
期
待
す
る
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
社
会
人
の
先
輩
を
代
表
し

て
、
大
洲
市
役
所
の
原
田
瑛あ

き

子こ

さ
ん
が

「
社
会
人
と
し
て
最
低
限
大
切
な
こ
と

は
、
あ
い
さ
つ
と
礼
儀
、
そ
し
て
笑
顔

を
心
が
け
る
こ
と
だ
と
思
う
。
大
洲
で

就
職
し
た
こ
と
を
誇
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
就
職
者
を
代
表
し
て
、
愛
媛
た
い

き
農
業
協
同
組
合
の
瀧
野
大だ

い

地ち

さ
ん

と
、
株
式
会
社
伊
予
銀
行
大
洲
支
店
の

森
永
真ま

紀き

さ
ん
が
「
私
た
ち
は
、
し
っ

か
り
と
気
を
引
き
締
め
、
確
か
な
第
一

歩
を
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

礼
節
・
公
共
心
・
道
徳
心
を
忘
れ
ず
、

少
し
で
も
大
洲
市
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
者
と
新
就
職
者
と
の

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
就
職
者

た
ち
は
、
一
人
ず
つ
今
後
の
抱
負
を
述

べ
る
ほ
か
、
お
互
い
に
名
刺
交
換
を
行

う
な
ど
、
社
会
人
と
し
て
確
か
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　梅木キヨカさん（河辺地区）が４月１日付けで、
総務大臣から行政相談委員に委嘱されました。
　委嘱を受けた梅木さんは「悩みを聞くことで、
少しでもその人の力になれたらうれしい。手探り
の状態ではあるが、一生懸命に取り組んでいきた
い。また、行政とも密に連携を図りながら、地域
の声を届けていきたい」と述べられました。
　行政相談委員は、住民のみなさんの行政に関す
る苦情や意見・要望をお聞きし、みなさんと市役
所などの間に立ち、公平・中立的立場で相談に乗
ります。
　相談は無料で秘密は厳守されますので、お気軽
にご相談ください。
　各地区の相談場所および日時は、広報大洲₂₄ペ
ージに掲載しています。

　長年にわたり、行政相談委員としてご尽力され
た功績をたたえ、松本惠

けい

子
こ

さん（河辺地区）が ₅
月 ₁ 日㈬、河辺支所で総務大臣感謝状と愛媛行政
相談委員協議会長感謝状の贈呈を受けました。
　贈呈にあたり、松本さんは「₁₀年間で、さまざ
まな研修などを受けさせていただいた。今後もそ
の経験を生かして、みなさんのお役に立ちたいと
思う」と述べられました。
　大洲市では、各地域に行政相談委員を配置し、
相談機関の充実を図っています。
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災
害
に
強
い
地
域
社
会
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
　
～
大
洲
市
地
域
防
災
計
画
を
改
訂
～

　
「
大
洲
市
地
域
防
災
計
画
」
は
、
平
成
18
年
３
月

に
改
訂
さ
れ
て
か
ら
、
７
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
国
や

県
の
防
災
計
画
な
ど
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
、
身
体
、
財
産
な
ど
を
災
害

か
ら
守
る
た
め
、
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
計
画
と
し

て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
は
る
か
に
超
え
た
巨
大

な
地
震
と
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
こ
の
大
規
模
な
震
災
を
契
機
と
し
て
、
原

子
力
発
電
所
の
事
故
や
そ
の
後
の
放
射
能
汚
染
な
ど

へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
大
洲
市
で
は
、
被
害
想
定
や
社
会
情
勢
の

変
化
を
踏
ま
え
、
各
種
デ
ー
タ
の
見
直
し
な
ど
、
本

市
の
防
災
体
制
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
計
画
の

改
訂
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　　

近
年
の
災
害
に
対
す
る
教
訓
と
、
最
新
の
知
見
を

踏
ま
え
て
改
訂
し
た
新
た
な
「
大
洲
市
地
域
防
災
計

画
」
は
、
４
つ
の
対
策
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、

従
来
の
風
水
害
等
対
策
編
、
地
震
災
害
対
策
編
、
資

料
編
に
、
新
た
に
津
波
災
害
対
策
編
、
原
子
力
災
害

対
策
編
が
加
わ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
実
効
性
の
あ

る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
風
水
害
等
対
策
編
】

　

４
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
予
防

対
策
、
災
害
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
・
復
興
対
策
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

【
地
震
災
害
対
策
編
】

　

５
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
地
震
の
揺
れ
に
関
す
る
災

害
予
防
対
策
、
災
害
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
・
復
興

対
策
な
ど
を
定
め
て
い
て
、
東
南
海
・
南
海
地
震
防

災
対
策
推
進
計
画
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
津
波
災
害
対
策
編
】

　

４
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
津
波
な
ど
の
災
害
予
防
対

策
、
災
害
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
・
復
興
対
策
な
ど

を
示
し
て
い
ま
す
。

【
原
子
力
災
害
対
策
編
】

　

４
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
原
子
力
災
害
事
前
対
策
、

緊
急
事
態
応
急
対
策
、
原
子
力
災
害
中
長
期
対
策
な

ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

【
資
料
編
】

　

４
つ
の
災
害
対
策
編
を
補
完
し
、
行
動
を
起
こ
す

た
め
に
必
要
な
リ
ス
ト
や
図
な
ど
の
資
料
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

防災力を高める
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防災意識を高める

　

災
害
時
の
対
応
と
し
て
、
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
、
い
わ
ゆ
る
「
自
助
」

が
基
本
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
家
族
や

近
所
、
周
り
に
い
る
人
と
協
力
し
て
、

落
ち
着
い
て
行
動
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

誰
か
と
一
緒
に
行
動
し
、
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
一
人
で
は
で
き
な
い
こ

と
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
防
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
防
災
訓
練
な
ど
の
研
修
や

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
講
習
、
訓
練

な
ど
に
参
加
し
、
避
難
場
所
や
応
急
手

当
の
方
法
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

も
必
要
で
す
。

　

災
害
時
に
慌
て
な
い
た
め
に
、
日
頃

か
ら
、

▽ 

避
難
経
路
・
避
難
場
所
を
確
認
し
て

お
く
。

▽ 

非
常
持
ち
出
し
品
（
ラ
ジ
オ
、
懐
中

電
灯
、
医
薬
品
な
ど
）
を
準
備
し
て

お
く
。

▽
家
周
り
の
確
認
を
す
る
。

な
ど
を
定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
も
災
害
が
発
生
し
そ
う
に
な
っ

た
時
に
は
、

▽ 

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
最
新
の
情

報
を
確
認
す
る
。

▽ 

防
災
行
政
無
線
の
内
容
を
確
認
す

る
。

※ 

聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
電

話
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
１
２
０
（
０
０
）
８
８
６
３

（ 

６
月
１
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始
・
通

話
料
無
料
）

▽
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
。

▽ 

避
難
時
に
は
戸
締
り
と
火
の
用
心
を

行
い
、
持
ち
物
は
最
小
限
に
す
る
。

▽ 

一
人
で
行
動
せ
ず
、
周
り
に
い
る
人

と
一
緒
に
行
動
す
る
。

な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

大
洲
市
地
域
防
災
計
画
は
、
防
災
を

担
当
す
る
行
政
機
関
を
は
じ
め
、
大
洲

市
の
主
な
施
設
や
市
内
33
地
区
の
自
主

防
災
組
織
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
で
は
、
こ
の
大
洲
市
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
国
、
県
を
は
じ

め
、
医
療
機
関
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道

事
業
者
な
ど
と
連
携
し
、
市
民
の
み
な

さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、
各
自
主
防

災
組
織
と
一
体
と
な
っ
て
、
防
災
・
減

災
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課　

☎
㉔
１
７
４
２

も
し
も
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

　災害の発生を完全に防ぐことはできないため、大洲市では多くの人たち
から意見をいただきながら、効果的な災害対策に取り組んでいきます。
　また、市民のみなさん一人ひとりの自覚と努力を促すことによって、
できるだけ被害を最小化する「減災」の考え方を防災の基本方針とし、
尊い人命が失われないことを最重視しつつ、経済的被害を最小限に抑
えるよう、さまざまな対策を組み合わせて災害に備えます。
　防災対策は、被害の軽減と安全・安心を確保するため、行政による
防災対策の充実はもとより、市民のみなさん自らが災害への備えを実
践し、災害に強い地域社会づくりを実現することが不可欠です。
　そのため、個人や家庭、地域、企業、団体などが日常的に減災のた
めの行動と投資を継続的に行う「市民防災運動」を展開し、関係機関
との連携を図ります。
　さらに、災害発生時には、防災関係機関相互の連携体制が重要であり、
公共機関および市は、応急活動と復旧活動に関し、各関係機関による相
互応援の協定を締結するなど、平常時より連携を強化していきます。

「もしも」「万が一」に備えて、日頃からの備えを大切に
～防災に関する市の基本方針～
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シリーズ シリーズ　宝塚通信Ｖol. ３
　

第
３
弾
と
な
る
今
回
の
宝
塚
通
信
で
は
、
大
洲
市
出
身
の
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
、

彩
風
咲
奈
さ
ん
（
雪
組
）
が
所
属
し
て
い
る
宝
塚
歌
劇
団
の
歴
史
や
、
組
織
な

ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

純
粋
な
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
物
語

　

阪
急
電
鉄
の
前
身
で
あ
る
箕
面
有
馬

電
気
軌
道
株
式
会
社
の
専
務
で
あ
っ
た

小
林
一い

ち

三ぞ
う

氏
は
、「
家
族
全
員
で
楽
し

め
る
娯
楽
施
設
を
」
と
の
思
い
か
ら
、

１
９
１
３
年
に
宝
塚
唱
歌
隊
を
創
設

し
、
現
在
の
宝
塚
歌
劇
団
の
基
礎
を
形

成
し
ま
し
た
。

　

小
林
氏
が
残
し
た
言
葉
「
清
く　

正

し
く　

美
し
く
」
は
、
現
在
も
宝
塚
歌

劇
団
の
教
訓
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
理
念
は
舞
台
に
立
つ
出
演

者
だ
け
で
は
な
く
、
作
品
の
制
作
で
も

大
切
に
さ
れ
て
い
て
、
全
て
の
来
場
者

に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
提
供
し
、
最
高

の
作
品
を
演
出
す
る
上
で
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

宝
塚
に
携
わ
る
者
た
ち

　

現
在
、
宝
塚
歌
劇
団
は
団
員
（
タ
カ

ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
）
や
脚
本
家
、
音
楽
家
、

舞
台
美
術
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
５
０
０

人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
道
具
や
衣
装
製
作
、
舞
台
運
営
に

携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
る
と
、
総
勢

₁₉₀₇年　箕面有馬電気軌道株式会社設立
₁₉₁₃年　宝塚唱歌隊として発足
₁₉₁₄年　宝塚少女歌劇第１回公演
₁₉₁₉年　宝塚音楽歌劇学校設立
₁₉₂₄年　（旧）宝塚大劇場開場
₁₉₃₄年　（旧）東京宝塚劇場開場

～宝塚歌劇の歩み～

₁₉₃₈年　初の海外公演（ドイツ・ポーランド・イタリア）
₁₉₆₇年　初のブロードウェイ・ミュージカル『オクラホマ！』上演
₁₉₇₄年　『ベルサイユのばら』初演
₁₉₉₃年　（新）宝塚大劇場開場
₂₀₀₁年　（新）東京宝塚劇場開場
₂₀₀₄年　宝塚歌劇₉₀周年

９
０
０
人
以
上
の
協
力
に
よ
っ
て
公
演

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

夢
の
場
所
で
あ
る
宝
塚
歌
劇
の
舞
台

に
立
つ
た
め
に
は
、
必
ず
宝
塚
音
楽
学

校
を
卒
業
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
毎

年
、
全
国
各
地
か
ら
数
千
人
も
の
入
学

希
望
者
が
集
ま
り
、
狭
き
門
を
目
指
し

て
競
い
合
い
ま
す
。愛
媛
県
内
か
ら
も
、

毎
年
入
学
希
望
者
の
応
募
が
あ
り
、
そ

の
人
気
の
高
さ
を
計
り
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

宝
塚
音
楽
学
校
入
学
後
は
、
演
劇
・

音
楽
・
ダ
ン
ス
な
ど
２
年
間
か
け
て
勉

強
し
、
そ
の
後
、
宝
塚
歌
劇
団
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
か
ら
世
界
へ

　

国
内
で
は
、
兵
庫
県
の
「
宝
塚
大
劇

場
」、
東
京
都
の
「
東
京
宝
塚
劇
場
」

を
主
な
公
演
会
場
と
し
て
、
そ
の
他
の

劇
場
も
含
め
、
年
間
で
約
１
５
０
０
回

の
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

宝
塚
歌
劇
団
の
人
気
は
国
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
１
９
３
８
年
の
海
外
初
公
演

を
機
に
活
動
の
場
を
海
外
へ
広
げ
、
そ

の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

～宝塚歌劇団の歴史を振り返る～
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個
性
派
ぞ
ろ
い
の
出
演
者
た
ち

　

宝
塚
歌
劇
団
は
、
花
組
・
月
組
・
雪

組
・
星
組
・
宙そ

ら

組
と
分
か
れ
て
い
て
、

最
初
に
結
成
さ
れ
た
の
が
花
組
と
月
組

（
１
９
２
１
年
）、
そ
し
て
最
も
新
し
く

結
成
さ
れ
た
の
が
宙
組（
１
９
９
８
年
）

で
す
。

　

５
つ
の
組
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
80
人
前

後
の
出
演
者
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
各

組
に
は
男
役
娘
役
の
主
演
ス
タ
ー
が
存

在
し
、
２
人
を
中
心
と
し
た
演
技
を
お

客
さ
ん
に
披
露
し
ま
す
。
雪
組
で
は
現

在
、壮そ

う

一か
ず

帆ほ

さ
ん
が
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
を
、

愛ま
な

加か

あ
ゆ
さ
ん
が
ト
ッ
プ
娘
役
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
組
の
ほ
か
に
専
科
と
い
う

ど
の
組
に
も
属
さ
ず
、
歌
や
ダ
ン
ス
な

ど
特
定
分
野
に
秀
で
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
が
集
ま
る
集
団
も
存
在
し
ま
す
。
各

組
の
公
演
へ
必
要
に
応
じ
て
特
別
出
演

す
る
な
ど
、
作
品
を
引
き
締
め
、
よ
り

奥
深
い
も
の
に
し
て
い
く
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

宝
塚
歌
劇
団
を
退
団
し
た
多
く
の
女

優
は
、公
演
で
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、

現
在
で
も
、
日
本
の
映
画
・
舞
台
・
テ

レ
ビ
な
ど
の
各
分
野
で
活
躍
を
続
け
て

い
ま
す
。

大洲市出身のタカラジェンヌ

　雪組　彩
あ や

風
か ぜ

　咲
さ き

奈
な

  さん

彩風咲奈さんからのメッセージ

　大洲のみなさん、お元気ですか。宝塚歌劇団雪組の
彩風咲奈です。
　新年度が始まり、新たな生活をスタートさせている
人も多いのではないでしょうか。
　今年は私にとって、新人公演の舞台に立てる最後の
年になります。初めて舞台に立ったあの日から今まで、
本当にたくさんのことを学ばせていただき、充実した
日々を送ることができています。思い出ある新人公演
の舞台に立てなくなることは、もちろん寂しいことで
すが、全国各地から見に来てくださるお客様の笑顔の
ためにも、残り全ての公演を全力で頑張りたいと思い
ます。
　今後、一人でも多くのみなさんに劇場へ足を運んで
いただき、夢や感動を与えられる公演を披露できるよ
う、一生懸命稽古に励んでいきます。
　みなさんの温かい応援をよろしくお願いします。

夢
を
、
そ
し
て
感
動
を

　

宝
塚
歌
劇
は
、
す
べ
て
男
性
だ
け
で

演
じ
る
歌
舞
伎
や
能
と
対
比
し
て
論
じ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歌
舞
伎
や

能
と
異
な
り
、日
本
の
伝
統
劇
の
形
式
・

精
密
さ
と
、
西
洋
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

躍
動
感
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
融
合
さ
せ
た

夢
の
よ
う
な
世
界
が
、
宝
塚
歌
劇
の
特

長
で
あ
り
人
を
惹
き
つ
け
る
最
大
の
魅

力
で
す
。

　

女
性
な
ら
で
は
の
華
や
か
で
フ
ァ
ン

タ
ジ
ッ
ク
な
こ
の
世
界
観
は
、
日
本
の

フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
の
人
た

ち
に
感
動
を
与
え
、
さ
ら
な
る
輝
き
を

放
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

世
界
で
も
数
少
な
い
、
出
演
者
が
女

性
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
劇
団
・
宝
塚
歌

劇
団
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
に
愛
さ
れ

て
き
た
背
景
に
は
、
常
に
新
境
地
を
切

り
開
き
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け

て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
劇
場
で
豪

華
絢
爛
な
ス
テ
ー
ジ
と
出
演
者
た
ち
の

輝
き
、
そ
し
て
感
動
を
味
わ
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

き
っ
と
そ
こ
に
は
、「
す
ご
い
」「
ま

た
見
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
世
界
が

待
っ
て
い
ま
す
。
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文化財

天
てん

神
じん

社
じゃ

のアオネカズラ
大洲市指定天然記念物
天神社所有

　アオネカズラは、冬
とう

緑
りょく

性
せい

（夏に落葉し、秋から
冬にかけて葉が開く性質）のシダ植物で、樹木の
幹や岩の上などに繁殖します。青

せいりょくしょく

緑色の根
こん

茎
けい

が岩
の表面などを長く這

は

う様子から、和名で表示する
と「青

あお

根
ね

葛
かずら

」となります。
　根茎は径 ４ ～ 5 ㎜とやや肉厚で、枝分かれして
まばらに葉をつけます。淡緑色で少し厚手の葉は
長さ20㎝程になり、羽状に深く裂けて両面がビロ
ード状の毛で覆われます。
　本種は関東以西の本州、九州、四国に分布して
いて、大洲市内でも所々に分布が見られますが、
天神社（河辺町）付近に最も多く群生している貴
重な植物です。

（昭和5６年 3 月10日指定）

シリーズ

野　鳥

アジサシ（鰺刺）
チドリ目カモメ科
大きさ35㎝

　春に南半球から北半球の繁殖地に向かう途中、日
本にやって来るカモメの仲間です。その中でもアジサ
シ類は長距離を移動するため、体つきがスマートで比
較的小さい分類に入ります。群で行動していますが、
嵐の後などは、単独で海から離れた内陸部の河川で
も観察されることがあります。獲物の小魚（アジ）を
見つけると、突き刺すようにダイビングして捕らえる
ことから、アジサシと名前が付いたようです。
　一昔前の漁師は、アジサシの到来で春の訪れを
知り、アジサシが去っていく頃、夏の終わりを感
じていたようです。しかし、最近は個体数も減り、
そのような風物詩は遠い夢物語になりそうです。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

がんばる大洲企業
　

弊
店
は
平
成
12
年
に
創
業
し
、
現
在

は
４
人
の
従
業
員
で
、
主
力
商
品
で
あ

る
﹁
じ
ゃ
こ
て
ん
﹂﹁
野
菜
入
り
じ
ゃ

こ
て
ん
﹂
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

商
品
は
本
店
で
生
産
し
、
そ
れ
を
た

い
き
産
直
市
愛
た
い
菜
や
市
外
の
施
設

な
ど
３
箇
所
で
販
売
し
ま
す
。
良
質
な

商
品
を
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
前
提

に
、
販
路
拡
大
を
図
る
よ
り
も
現
状
に

合
っ
た
販
売
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

作
業
工
程
で
最
も
気
を
付
け
る
こ
と

は
、
す
り
身
の
材
料
と
な
る
魚
の
鮮
度

管
理
と
、
す
り
身
を
寝
か
す
時
間
の
調

整
で
す
。
商
品
の
良
し
悪
し
に
大
き
く

関
わ
る
の
で
、
素
材
の
良
さ
を
そ
の
ま

ま
生
か
せ
る
よ
う
に
、
弊
店
独
自
の
徹

底
し
た
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

じ
ゃ
こ
て
ん
や
下
坂

～
素
材
の
良
さ
を
そ
の
ま
ま
お
客
様
へ
届
け
た
い
～

▽
所
在
地　

大
洲
市
長
浜
町
櫛
生

　
　
　
　
　

乙
２
３
５
︱

１

▽
電　

話　

�
０
０
６
６

　

材
料
の
管
理
や
揚
げ
る
際
の
火
の
通

し
加
減
な
ど
、
ど
の
作
業
も
気
が
抜
け

ま
せ
ん
が
、や
は
り
お
客
様
か
ら
の﹁
お

い
し
い
﹂
が
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま

す
。
弊
店
の
商
品
を
食
べ
、
笑
顔
に
な

る
姿
を
見
る
と
、
販
売
業
の
や
り
が
い

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に

参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
と
触
れ

合
う
こ
と
で
、
楽
し
く
仕
事
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
笑
顔
を
増
や

す
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
安
全

安
心
で
、
味
・
食
感
と
も
に
自
信
の
あ

る
弊
店
の
商
品
を
、
ま
ず
は
一
度
、
食

べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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まちのわだい

元気に育ってね
～稚アユ放流～

河辺の新たな春の催し
～河辺ふるさと公園さくら祭り～

　肱川での豊漁とうかいの成功を目的に、稚アユの放
流が肱川如法寺河原で行われました。
　この日は雲一つない青空で、約５万尾（およそ100
キログラム）の稚アユ放流のため、肱南保育所から25
人の園児が招かれました。園児たちは、「大きく育っ
てね」と声をかけながら、バケツに入れてもらった稚
アユを、優しく川に放していました。
　今年の稚アユは例年より大きく、６月の漁解禁頃に
なると20センチ前後に成長するそうです。

　「河辺地区にも春の行事を」との声を受け、ふるさ
と公園管理者のゆうとぴあ河辺が中心となり、河辺ふ
るさと公園さくら祭りを開催しました。
　会場では、猪鍋の無料配布や地元特産品、お花見弁
当などが用意されたほか、春のフォト撮影会や大正琴
の演奏などもあり、会場は終始盛り上がりました。
　当日は気持ちの良い陽気で、桜も満開になり、お花
見にも適した最高の一日となりました。

3 月30日㈯

4 月16日㈫

大空に泳ぐ鯉のぼりのように
～大川鯉のぼり川渡し～

龍馬の見た風景を感じて
～第 3 回龍馬脱藩の川下り＆ウォーキング～

　地域の宝である子どもたちの健やかな成長と、地域
の活性化を願って、「第 ６回大川鯉のぼり祭」が開催
されました。
　会場では、親子稚アユ放流体験や肱ガーラＢＡＲＩ
バンドによる琉球民謡・島唄演奏などが行われ、家族
連れなど多くの人でにぎわいました。
　 2本のワイヤーに設置された約200匹の鯉のぼり
は、爽やかな風が吹く中、気持ち良さそうに泳いでい
ました。

　文久 2年（1８６2）、坂本龍
りょう

馬
ま

と沢村惣
そうのじょう

之丞が脱藩の
際に、長浜へ立ち寄り一泊したという史実を疑似体験
してみようと、第 3回龍馬脱藩の川下り＆ウォーキン
グが開催されました。
　当日は天候が危ぶまれましたが、川下りに20人、
ウォーキングに110人が参加しました。
　参加者たちは、幕末の偉人が残した足跡に思いをは
せながら、脱藩の道を楽しんでいました。

4 月20日㈯

5 月 3 日㈮
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お し ら せ

　大洲夏の風物詩　うかいシーズン到来

 夜うかい 
【実施期間】 ６ 月 1 日㈯～ ９月20日㈮
【観覧時間】午後 ６時30分～ ８時30分　
【乗　船　場】うかいレストプラザまたは如法寺河原
【下　船　場】大洲城下
【料　　金】
▽小型船（定員10人)　25,000円
▽大型船（定員1８人)　35,000円
▽案内人付乗合船（食事付き）
・大人（中学生以上）　 ６,000円
・小人（ 5歳以上）　　 ４,500円
▽乗合船宿泊セット
・大人（中学生以上）　11,000円
・小人（ 5歳以上）　　 ９,500円

乗合船イベントスペシャル
  7 月21日㈰、 ８ 月 3 日㈯・ ４ 日㈰の花火に合わ
せた特別なプランです。
▽乗合船（食事付き）
・大人（中学生以上）　 ８,000円
・小人（ 5歳以上）　　 ６,500円

【うかいサービスデー】

夜うかいでは ６月 1日㈯、６月・7月・９月の毎週水曜日、
９月20日㈮に、貸切船料金が割り引かれます。

 昼うかい 
【実施期間】
６ 月～ ９月の毎週日曜日、
８月13日㈫～ 15日㈭　※お盆

【観覧時間】正午～午後１時30分
【乗　船　場】如法寺河原
【下　船　場】大洲城下
【料　　金】
▽小型船（定員10人）　15,000円
▽大型船（定員1８人）　23,000円
▽案内人付乗合船（食事付き）
・大人（中学生以上）　 ４,000円
・小人（ 5歳以上）　　 2,000円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【案内・申し込み先】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�大洲観光総合案内所　☎57－６６55
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Information

　

昨
年
の
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ

レ
ー
ツ
は
、
見
事
後
期
優
勝
を
果
た
し

た
も
の
の
、
年
間
総
合
優
勝
に
は
手
が

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
悲
願
の
総
合
優
勝

を
目
指
し
て
試
合
に
挑
み
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
力
強
い
応
援
を
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
日
　
時
】

▽
６
月
22
日
㈯

　

～
Ｖ
Ｓ
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス

▽
６
月
23
日
㈰

　

～
Ｖ
Ｓ
香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ

※
両
日
と
も
午
後
２
時
プ
レ
イ
ボ
ー
ル

　
︵
正
午
開
場
︶

【
場
　
所
】

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園

︵
大
洲
球
場
︶

【
チ
ケ
ッ
ト
】

一
般
前
売
券　
　

７
０
０
円

︵
高
校
生
以
上
︶

 

大
洲
市
民
の
み
の
特
別
価
格 

　

小
中
学
生
に
は
、
球
団
お
よ
び
愛
媛

マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
大
洲
地
区
後

　

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
を
み
ん
な
で
応
援
し
よ
う

援
会
よ
り
、
無
料
招
待
券
が
配
布
さ
れ

ま
す
。

　

前
売
券
は
、
左
記
事
務
局
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
大
洲
市
総
合
体

育
館
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

︵
当
日
券
は
大
洲
球
場
で
購
入
可
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
ス
ポ
ー
ツ
地
域
振
興
協
議
会

事
務
局
︵
生
涯
学
習
課
︶

☎
㉔
１
７
３
４

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
大
洲
地

区
後
援
会
事
務
局︵
大
洲
商
工
会
議
所
︶

☎
㉔
４
１
１
１

【開催日時】 7 月2８日㈰　午前10時スタート
【開催場所】
▽スイム　　　　一級河川肱川
▽バイク・ラン　肱川緑地公園・多目的グラウンド

【競技種目】
 小学生部門 
▽ 3～ ６年生各男子・女子の部
▽駅伝の部（ 3人 1組、学年・男女混合可）
 中学生・高校生部門 
▽男子・女子の部（学年区分なし）
▽駅伝の部（ 3人 1組、学年・男女混合可）

【競技内容】
 小学生部門 （制限時間50分）
スイム100㍍　→バイク ６㌔　→ラン 2㌔
 中学生・高校生部門 （制限時間６0分）
スイム200㍍　→バイク10㌔　→ラン ４㌔
※�増水時は、デュアスロンで実施予定
　（スイムをランに変更）

　第19回大洲ジュニアトライアスロン大会

【定　員】150人（各部門の合計）
【参加費】1,000円（駅伝は１チーム3,000円）
【納入期限】 7 月 5 日㈮　午後 5時
【申込期間】 ６ 月 1 日㈯～ 2８日㈮
※定員になり次第締め切り

【申し込み・問い合わせ先】
〒7９5︲0012　大洲市大洲８９1番地 1
大洲市教育委員会生涯学習課内
大洲ジュニアトライアスロン大会実行委員会事務局
☎2４︲173４
☎2４︲2111（内線7725）
℻23︲57６0
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お し ら せ
　

庁
舎
別
館
改
築
事
業
に
伴
い
、
次
の

と
お
り
農
林
水
産
課
と
農
業
委
員
会
の

事
務
室
を
仮
設
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す
。

　

庁
舎
別
館
の
改
築
は
、
市
町
村
合
併

に
よ
る
職
員
の
集
約
や
業
務
の
増
加
に

よ
り
、
教
育
委
員
会
が
市
民
会
館
に
、

人
権
啓
発
課
が
旧
図
書
館
に
そ
れ
ぞ
れ

分
散
し
て
い
る
現
在
の
状
況
を
、
解
消

し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

工
事
中
は
、
で
き
る
限
り
騒
音
を
低

減
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
が
、

解
体
工
事
で
は
特
に
、
騒
音
や
粉
塵
が

発
生
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。近
隣
住
民
・

来
庁
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
仮
設
庁
舎
へ
の
移
転
部
署
】

農
林
水
産
課
、
農
業
委
員
会

※
電
話
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

郵
便
物
は
、
従
来
ど
お
り
市
役
所
の

住
所
で
届
き
ま
す
。

【
仮
設
庁
舎
で
の
業
務
開
始
日
】

６
月
３
日
㈪
～　

予
定

※ 

新
庁
舎
別
館
は
、
平
成
26
年
度
末
に

完
成
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課
管
財
係　

☎
㉔
１
７
２
４

　

仮
設
庁
舎
移
転
の
お
知
ら
せ

大洲小学校

大洲市役所
別館

大洲税務署

大
洲
市
役
所

大洲小学校

大洲南中学校

仮設庁舎

観光駐車場

【
庁
舎
別
館
完
成
予
想
図
】

【
仮
設
庁
舎
案
内
図
】

　大洲市職員を募集します

【受験資格】
▽日本国籍を有する人
▽地方公務員法第1６条（成年被後見人など）に該当しない人

【受付期間】 ６ 月 3 日㈪～ 21日㈮

【問い合わせ先】
人事秘書課　☎2４－1723　※詳細は大洲市公式ホームページをご覧ください。

採用予定職種 人数 受験資格

事務職（大学卒） 5人 昭和55年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で，平成2６年 3 月末までに大学を卒業（見
込み）の人

技術職・土木（大学卒） 1人 昭和55年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で，大学において土木工学に関する学科を
専攻し平成2６年 3 月末までに大学を卒業（見込み）の人

技術職・建築（大学卒） 2人 昭和55年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で，大学において建築工学に関する学科を
専攻し平成2６年 3 月末までに大学を卒業（見込み）の人

保育士 2人 昭和55年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で，保育士の資格を有する人または平成2６
年 3 月末までに資格取得見込みの人

保健師 1人 昭和55年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で，保健師の免許を有する人または平成2６
年に実施される国家試験に合格し免許取得見込みの人

学芸員 1人
昭和55年 ４ 月 2 日以降に生まれた人で，博物館法に定める学芸員の任用資格を
有する人または資格取得見込みの人のうち、大学において考古学などに関する
課程を専攻し平成2６年 3 月末までに大学を卒業（見込み）の人
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Information

　

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
旧
耐
震

基
準
で
建
築
さ
れ
た
建
物
の
う
ち
、
耐

震
性
の
な
い
建
物
の
耐
震
化
と
老
朽
箇

所
の
改
修
を
計
画
的
に
行
う
た
め
、﹁
大

洲
市
立
学
校
施
設
整
備
計
画
﹂
を
策
定

し
、
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
耐
震
化
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
耐
震
化
工
事
の
状
況
】

▽
平
成
22
～
23
年
度
実
施

　

新
谷
小
学
校
北
校
舎
改
築 

１
棟

　

菅
田
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強 

１
棟

▽
平
成
23
～
24
年
度
実
施

　

喜
多
小
学
校
北
校
舎
改
築 

１
棟

▽
平
成
24
～
25
年
度
予
定

　

大
洲
東
中
学
校
体
育
館
改
築 

１
棟

　

喜
多
小
学
校
体
育
館
耐
震
補
強 

１
棟

【
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
総
務
課　

☎
㉔
１
７
２
９

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　平成25年度公益財団法人桝山教育振興会助成事業

完成した喜多小学校北校舎
（鉄筋コンクリート造３階建て）

学校施設の耐震化の状況（平成25年４月１日現在）

区　分 学校数 全棟数

Ａ

新耐震基準
適用棟数

B

旧耐震基準
適用棟数

うち
耐震化棟数

C

耐震化率

（B+C）/A
小学校 1９ ４９ 30 1９ ４ ６９.４%

中学校 ９ 30 ９ 21 3 ４0.0%

小・中　計 2８ 7９ 3９ ４0 7 5８.2%

幼稚園 ９ ６ ４ 2 1 ８3.3%

計 37 ８5 ４3 ４2 ８ ６0.0%

【事業内容】
⑴　大洲市内に所在する公立の高等学校、中学校および小学校に対する図書、備品、設備などの寄贈

（定款第４条第１号）
　　▽大洲高等学校� � 図書・備品
　　▽大洲農業高等学校� 図書
　　▽長浜高等学校� � 図書・水族館用備品

⑵　大洲市内に所在する公立の学校が主催または参加する文化、体育行事の協賛および後援�
（定款第４条第２号）

　　▽大洲市スポーツ少年団
　　▽全国大会等出場補助助成金（市内公立高等学校）
　　▽同窓会後援会補助

⑶　この法人の設立趣旨から適当、有益と判断させる教育関係団体などに対する助成、寄附、寄贈など
（定款第４条第２号）

　　▽大洲市立図書館図書寄贈
　　▽大洲自然科学教室補助
　　▽大洲歴史文化教室補助
　　▽科学体験フェスティバル補助
　　▽市指定無形文化財振興事業補助
　　▽青少年海外派遣事業補助
　　▽大洲ジュニアトライアスロン大会開催補助
　　▽親と子のコンサート開催補助
　　▽市立博物館資料整備事業
　　▽大洲少年少女合唱団補助
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お し ら せ

　ごみの減量化にご協力を

　大洲市における「もやせるごみ」の排出量は、減少傾向にあり
ます。（平成23年度は台風被害の影響により少し増加しました。）
　市では、より一層の「もやせるごみ」削減に向け、「資源ごみ」
の分別を行っていますので、みなさんのご協力をお願いします。

【
ご
み
の
分
別
】

︵
７
種
分
別
表
を
参
照
︶

　

排
出
さ
れ
た
ご
み
が
、
き
ち
ん
と
分

別
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
削
減
・
資
源
再
利
用
の
た
め
に

も
、
可
能
な
限
り
﹁
資
源
ご
み
﹂
に
分

別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

 「
資
源
ご
み
」
に
分
別
す
る
も
の 

▽
缶
や
ビ
ン

︵
飲
料
・
調
味
料
用
な
ど
の
食
品
関
係
︶

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
食
品
ト
レ
イ
、

　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

▽ 

新
聞
紙
や
広
告
、
雑
誌
、
衣
類
、

　

段
ボ
ー
ル
、
雑
紙
、
紙
パ
ッ
ク

※ 

お
菓
子
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な

ど
の
紙
箱
、
包
装
紙
、
手
紙
、
ハ
ガ

キ
も
、
ひ
も
で
縛
る
か
紙
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

ご
み
の
排
出
を
見
直
し
ま
し
ょ
う 

　

市
内
で
も
、
ご
み
の
分
別
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
り
、
指
定
日
以
外
に
出
す

人
が
い
ま
す
。

　

ご
み
を
指
定
日
以
外
に
出
す
と
、
野

良
犬
・
猫
な
ど
が
ご
み
袋
を
食
い
散
ら

か
し
、
近
所
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

今
一
度
、
ご
み
の
分
別
を
見
直
し
、

一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
決
め
ら
れ
た
ル

ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
ご
み
の
出
し
方
】

︵
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照
︶

　

お
住
ま
い
の
地
域
以
外
の
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
、
ご
み
を
出
し
て
い
る
人

が
増
え
て
い
て
、
問
題
に
な
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
各
地
域
で

管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

住
ま
い
の
地
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

管
理
者
に
相
談
の
上
、
必
ず
決
め
ら
れ

た
場
所
、
時
間
を
守
っ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
環
境
課　

☎
㉔
１
７
１
３

長
浜
支
所　
　

☎
�
１
１
１
１

肱
川
支
所　
　

☎
㉞
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　

☎
㊴
２
１
１
１

今
か
ら
実
施
で
き
る
エ
コ
活
動

　

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
レ
ジ

袋
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
で
、
原

料
で
あ
る
石
油
資
源
の
節
約
や
、

二
酸
化
炭
素
の
発
生
を
抑
制
で

き
、
ご
み
の
減
量
化
と
地
球
温
暖

化
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
は
、
自
宅
で
捨
て
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
数
多
く
、
使
い
捨
て

の
象
徴
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
使
い
捨
て
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
て
、

意
識
次
第
で
す
ぐ
に
取
り
組
め
る

こ
と
が
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す

る
こ
と
で
す
。

　

マ
イ
バ
ッ
グ
を
お
持
ち
の
人

は
、
今
一
度
ご
み
問
題
を
意
識
し
、

買
い
物
時
に
は
レ
ジ
袋
を
断
り
、

マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
用
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

20年度

大洲市

もやせるごみ総排出量

13,000

13,200

13,400

13,600

13,800

14,000

14,200

14,400

21年度
22年度 23年度

20年度 21年度 22年度 23年度

大洲市 1４，320 13，９1４ 13，４53 13，６９2 

（単位：トン）
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Information

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
木
造
住
宅
に

つ
い
て
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
補
助
金
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

耐
震
診
断
補
助
の
対
象
住
宅 

▽ 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅

▽ 

階
数
が
２
階
建
て
以
下
で
、
延
べ
面

積
が
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

▽
構
造
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
工
法

【
補
助
金
額
】

耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
の
３
分
の
２

以
内
の
額
と
し
、
４
万
円
を
限
度

 

耐
震
改
修
工
事
補
助
の
対
象
住
宅 

右
記
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
耐
震
改
修

工
事
が
必
要
と
判
断
さ
れ
て
、
地
震
に

対
し
て
安
全
な
構
造
と
な
る
よ
う
に
工

事
を
行
う
住
宅

【
補
助
対
象
者
】

▽
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者

▽
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

【
補
助
金
額
】

耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
３
分

の
２
以
内
の
額
と
し
、
84
万
円
を
限
度

　
�

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改

修
工
事
の
補
助
に
関
す
る

お
知
ら
せ

※ 

耐
震
改
修
工
事
に
直
接
関
係
し
な
い

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
工
事
や
、
設
計

費
用
、
工
事
監
理
費
用
は
対
象
外

【
受
付
期
間
】

６
月
３
日
㈪
～
11
月
29
日
㈮

【
受
付
戸
数
】︵
受
付
先
着
順
︶

診
断
・
改
修
工
事
各
10
戸

民
間
建
築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調

査
の
補
助
に
関
す
る
お
知
ら
せ

【
対
象
と
な
る
建
築
物
】

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
が
施
工
さ
れ

て
い
る
恐
れ
の
あ
る
民
間
建
築
物
で
、

交
付
要
綱
に
基
づ
き
実
施
す
る
も
の

【
対
象
と
な
る
含
有
調
査
】

Ｊ
Ｉ
Ｓ　

Ａ
１
４
８
１

︵﹁
建
材
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
測

定
方
法
﹂
に
よ
る
調
査
︶

【
補
助
金
額
】

調
査
に
要
し
た
費
用
以
内
で
、
１
棟
に

つ
き
25
万
円
を
限
度

【
受
付
期
間
】

６
月
３
日
㈪
～
11
月
29
日
㈮

【
受
付
戸
数
】︵
受
付
先
着
順
︶

予
算
の
範
囲
内
で
受
付

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課
建
築
係

☎
㉔
２
１
１
１

︵
内
線
２
７
３
・
２
７
４
︶

　有害鳥獣捕獲の実施について

　 ４ 月 5 日から10月31日までの間、休猟区を含
む大洲市全域で、銃器およびわなによるイノシ
シやカラスなどの捕獲を実施します。
　捕獲期間中に、農作業・山登り・山菜取りな
どを行う場合は、目立つ服装をするなど十分注
意してください。

【問い合わせ先】
農林水産課　☎2４－1727

　国土調査を実施します

　国土調査（地籍調査）とは、一筆ごとの土地
について、その所有者・地番・地目および境界
に関する調査確認を行い、境界に関する測量や
面積を測定した後、その成果として、地図（地
籍図）と簿冊（地籍簿）を作成するための調査
です。
　調査結果は、まちづくり・公共事業・税務・
災害復旧など、土地に関するさまざまな分野で
利活用されます。
　調査に先立って、地元説明会を開催しながら
関係地権者のご協力を求め、地籍調査を始める
体制をつくります。該当者には案内を送付しま
すので、参加をお願いします。

【実施区域】
大字新谷および大字長浜の一部

【問い合わせ先】
農林水産課国土調査係
☎2４－2111（内線22９）
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お し ら せ
　
第
55
回
水
道
週
間
（
６
月
１
日
～
７
日
）
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

復
興
の　

未
来
と
生
命
（
い
の
ち
）　

照
ら
す
水

地区 工事店名 所在地 電話番号 地区 工事店名 所在地 電話番号

大
　
　
　
　
　
洲

㈲三原設備 大　洲 2４－37８3

大
　
　
洲

谷本建設工業㈱ 平　野 2４－51６1
中央建設㈱ 柚　木 2４－355６ ㈱四電工大洲営業所 北　只 2４－４5９5
㈾矢野金物店 中　村 2４－30４3 ㈲アサノ設備 2４－07８3
㈲大和開発 25－377６ タマル家電サービス 松　尾 2４－051８
村上工業㈱ 若　宮 2４－31４1 神南設備

菅　田
25－４６８４

㈲南予水道住設 23－2352 城戸設備工業 25－1175
㈲菊地浄化槽センター 五　郎 2４－0013 松浦建設㈱ 25－5335
㈱土居鉄工所

東大洲

2４－４51９ 久保建設㈱ 蔵　川 27－0757
ＪＡ愛媛たいき 2４－４1８1

長
　
　
浜

笹田水道

長　浜

52－2８９1
㈲神田鉄工所 2４－４122 矢野ガス㈱ 52－0４20
㈲曽根プロパン販売所 2４－3522 ㈲池内石油店 52－0４４８
㈲丸電工業 2４－5351 ㈲鈴木ガス商会 52－035８
㈲いの水道設備 田　口 2４－221６ ㈲満野大商店 52－0013
マスダ水道設備 市　木 25－４17８ 米田設備工業 52－2713
㈱西田興産

徳　森
25－0211 河内設備商会 下須戒 52－0503

城戸電業社 25－2９４４ ダイワ設備工業 52－12８９
㈲内田電気水道設備 25－2８5８ ㈲住吉産業 上老松 52－1531
㈱宮元建設

新　谷
25－02４2

肱
　
川

鹿野川ガス販売所 山鳥坂 3４－2701
向成建設㈱ 25－3150 ㈱ひじ建 3４－2111
㈲オクダ設備 25－４107 上田建設㈱ 宇和川 3４－2011
㈲佐々木鉄工 春　賀 2６－0８75 三瀬建設㈱ 予子林 3４－2９11
樹設備 多　田 2６－1255 川上建設㈲ 名荷谷 3４－2101
久保鉄工所 八多喜 2６－0537 河

辺
北川商店 植　松 3９－2303

㈲星加水道設備 2６－0020 富永建設㈱ 3９－2011
好崎鉄工 米　津 2６－0720

市内の指定給水装置工事事業者 （平成25年４月４日現在）

▽ 

ペ
ッ
ト
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

離
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
周
囲
は
い
つ
も

き
れ
い
に
し
て
お
く
。

こ
ん
な
時
は
ご
注
意
を

　
﹁
水
道
水
を
調
べ
て
い
る
﹂﹁
水
道
課

の
指
導
で
﹂
と
訪
問
し
、
水
を
検
査
し

た
際
に
色
を
つ
け
、﹁
こ
の
水
は
有
害

で
す
﹂
な
ど
と
言
っ
て
、
浄
水
器
の
購

入
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い
ま
す
。
水
質

検
査
や
公
的
機
関
関
係
者
を
装
う
手
口

が
多
い
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

水
道
課
な
ど
の
公
的
機
関
で
は
、
訪

問
販
売
で
物
品
を
売
っ
た
り
、
業
者

に
販
売
を
委
託
し
た
り
す
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

水
道
課　

☎
㉔
３
７
５
３

　

水
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
機
会
に
、
改
め
て
水
の
大
切
さ
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

水
道
工
事
を
行
う
時
は

　

水
道
の
新
設
・
改
造
・
修
理
・
撤
去

な
ど
の
工
事
を
行
う
時
は
、
必
ず
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
︵
指
定
工
事
業

者
︶
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
外
の
業
者
で
あ
っ
て
も
大

洲
市
の
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

工
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
と

交
換
に
つ
い
て

　

現
在
、
水
道
メ
ー
タ
ー
は
２
か
月
に

一
度
、
写
真
の
よ
う
な
マ
ー
ク
入
り
ベ

ス
ト
を
着
用
し
、
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
た
検
針
員
が
検
針
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
年
に
１
回
は
水
道
メ
ー
タ

ー
の
交
換
を
行
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
周
り
に
花
壇
を
作
っ
た
り
、
地

盤
の
か
さ
上
げ
を
す
る
時
は
、
事
前
に

水
道
課
へ
の
連
絡
が
必
要
で
す
。

　

検
針
は
、
水
道
使
用
量
を
確
認
し
水

道
料
金
を
算
定
す
る
最
も
大
切
な
業
務

で
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
検
針
が
で
き
る
よ

う
に
、
次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置

か
な
い
。
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Information

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
お
近

く
の
人
権
擁
護
委
員
か
松
山
地
方
法
務

局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
地
方
法
務
局

︵
最
寄
り
の
法
務
局
へ
接
続
︶

☎
０
５
７
０
︵
０
０
３
︶
１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
︵
０
０
７
︶
１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
︵
０
７
０
︶
８
１
０

　

人
権
擁
護
委
員
の
日

　
　

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
～

　
四
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
12
時
間
電
話
相
談
」
開
設

【
相
談
内
容
】

　

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ
め
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
、
家
庭
お

よ
び
近
隣
関
係
な
ど
に
お
け
る
人
権
問

題
に
関
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

︵
予
約
不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守
︶

【
日
　
時
】
６
月
３
日
㈪

午
前
９
時
～
午
後
９
時

【
相
談
担
当
者
】

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

【
電
話
番
号
】

☎
０
１
２
０
︵
４
５
９
︶
７
３
７

※
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可

【
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
】

上か
み

野の

マ
リ
ヱ
︵
大　

洲
︶

松
田　

智と
も

子こ

︵
西
大
洲
︶

上
田　
　

弘ひ
ろ
し
︵
若　

宮
︶

谷
本　

京き
ょ
う
こ子
︵
平
野
町
︶

松
岡　

昇し
ょ
う
へ
い平
︵
成　

能
︶

松
岡　
　

強つ
よ
し
︵
八
多
喜
町
︶

山
本　

康や
す

幸ゆ
き

︵
喜
多
山
︶

鎌
田　

悦え
つ

生お

︵
長
浜
町
下
須
戒
︶

矢
間
栄え

津つ

美み

︵
長
浜
町
今
坊
︶

吉
田
三み

代よ

子こ

︵
肱
川
町
中
居
谷
︶

淺
野　

卓た
く

磨ま

︵
肱
川
町
予
子
林
︶

長
岡
眞ま

理り

子こ

︵
河
辺
町
植
松
︶

福
見
都と

志し

子こ

︵
河
辺
町
川
崎
︶

　平成24年度
　個人情報保護制度の運用状況

　大洲市における個人情報取扱事務の届出件数は、
3,2８６件です。
　また、平成2４年度の個人情報の開示などの請求
については、 ６件の開示請求がありました。
　その処理状況は、次のとおりです。

　平成24年度
　情報公開制度の運用状況

　市政は、市民のみなさんの信託の下、常に開か
れたものとして運営されなければなりません。
　大洲市情報公開条例は、「市民の市政に対する理
解と信頼を深め、市民参加による公正で民主的な
開かれた市政を推進する」ために制定されました。

請求
区分

請求
件数 開示 不開示 請求

取下げ
不服

申し立て

市　長 開示 0件 0件 0件 0件 0件

農　業
委員会 開示 1件 1件 0件 0件 0件

病院事業
管理者 開示 5件 5件 0件 0件 0件

合　　計 6件 6件 0件 0件 0件

平成24年度個人情報の請求件数と処理状況

（平成2４年４月１日～平成25年３月31日）

大　洲　市
公文書公開請求 ３件
公開決定など 公開決定 ３件

うち全部公開
　　部分公開

０件�
３件

非公開決定
　　その他

０件�
０件�

不服申し立て ０件

平成24年度情報公開制度の運用状況

（平成2４年４月１日～平成25年３月31日）

【問い合わせ先】
情報管理課電算係　☎2４－2111（内線373）

【問い合わせ先】
情報管理課情報統計係　☎2４－2111（内線375）
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お し ら せ

☎
㉕
４
６
４
９　

℻
㉕
６
３
６
０

　

大
洲
扇
面
の
美
展
︵
７
月
３
日
～
２

１
日
︶
の
開
催
に
あ
た
り
、
次
の
と
お

り
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
自
分
の
描
い

た
作
品
を
扇
子
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
募
集
締
切
】
６
月
30
日
㈰

【
応
募
要
項
】

　

規
定
の
扇
面
用
紙
に
、
絵
や
書
を
書

い
て
ご
出
品
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
山
荘

画
廊
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

※ 
作
品
は
扇
面
用
紙
の
ま
ま
展
示
し
、

展
示
終
了
後
、
希
望
が
あ
れ
ば
扇
子

に
仕
立
て
ま
す
。

【
送
付
先
】

〒
７
９
５
・
０
０
１
２

大
洲
市
大
洲
３
９
８

山
荘
画
廊　

井
上
高た

か

明あ
き

宛

【
問
い
合
わ
せ
先
】

山
荘
画
廊　

☎
㉔
６
６
６
３

　
﹁
県
の
決
ま
り
を
変
え
て
く
れ
た
ら
、

も
っ
と
地
域
に
役
立
つ
事
業
が
で
き
る

の
に
…
。﹂
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

県
で
は
、
規
制
緩
和
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
地
域
を
応
援
す
る
﹁
え

ひ
め
夢
提
案
制
度
﹂を
設
け
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
積
極
的
な
提
案
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
締
切
日
】
６
月
30
日
㈰

※ 

所
定
様
式
を
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
地
域
政
策
課

☎
０
８
９
︵
９
１
２
︶
２
２
３
５

℻
０
８
９
︵
９
１
２
︶
２
９
６
９

yum
e-teian@

pref.ehim
e.jp

無料法律相談
時　 ６月20日㈭
　　午後 ２時～ ４時30分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎24－4111
年金出張相談
大洲地域
時　 ６月 5日㈬ ･ 1８日㈫ ･ 25日㈫
　　午前10時～午後 3時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 ６月12日㈬
　　午前10時～午後 3時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎0８９－９25－5105
人権相談
大洲地域
時　 ６月 3日㈪　午前10時～正午
場　人権啓発課（旧図書館 2階）
時　 ６月1４日㈮　午前10時～正午
場　上須戒公民館
肱川地域
時　 ６月1４日㈮　午前10時～正午
場　肱川公民館
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎0570－003－110
    市役所人権啓発課
  　☎2４－17４６
行政相談（総務省）
大洲地域
時　 ６月20日㈭　午前 ９時～正午
場　市役所 3階会議室
問　市役所総務課行政係
　　☎2４－172４
長浜地域
時　 ６月2８日㈮　午後 1時～ ４時
場　長浜体育館 1階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　 ６月 5日㈬
　　午後 1時30分～ ４時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　肱川支所　☎3４－2320
河辺地域
時　 ６月11日㈫　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎3９－2112

不動産無料相談
時　 ６月17日㈪
　　午前10時～午後 ４時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎25－17４7

　

今
年
も
、
ひ
ま
わ
り
の
種
ま
き
を
畑

の
前
橋
周
辺
で
行
い
ま
す
。
会
員
の
み

な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
み
な
さ

ん
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
小
雨
決
行
と
し
ま
す
が
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】
６
月
５
日
㈬

午
前
９
時
～
10
時
30
分

︵
受
付　

午
前
８
時
30
分
～
︶

【
集
合
場
所
】
畑
の
前
橋
下
︵
若
宮
︶

※ 

作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
軍
手
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
は
ご

持
参
願
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
を
美
し
く
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局
︵
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
肱
川

出
張
所
内
︶

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
に
対
し
、﹁
児
童
手
当
・
特
例
給
付

現
況
届
﹂
を
６
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
。
６
月
末
ま
で
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の

所
得
状
況
や
、
６
月
１
日
現
在
で
の
養

育
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
な
お
、
児
童
手
当
法
で
、
児
童

手
当
の
受
給
者
全
員
に
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※ 

６
月
中
に
現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い

場
合
は
、
６
月
分
以
降
の
支
給
が
一

時
保
留
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課　

☎
㉔
５
７
１
８

長
浜
支
所　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　

☎
㉞
２
３
４
７

河
辺
支
所　
　

☎
㊴
２
１
１
３

　
�

肱
川
を
美
し
く
す
る
お
花
は
ん

　

�「
え
ひ
め
夢
提
案
制
度
」

25
年
春
の
提
案
募
集
に
つ
い
て

　

�

第
13
回
大
洲
扇
面
の
美
展

作
品
募
集

　

�

児
童
手
当
受
給
者
の
み
な

さ
ん
へ
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日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

大洲市立図書館	 　☎ 59－4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39－2111

図書館
■＝ ６月の休館日

〈開館時間　午前 ９時30分～午後 ６時〉
※�30日は館内図書整理日のため休館します。

※このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架
しています。）　図書館のホームページで図書の検索が
できます。
（http://library.city.ozu.ehime.jp/）

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

　津波によって多大な被害を出
している南海地震は、ほぼ100年
周期で発生し、昭和南海地震か
ら既に６0数年が経過している。
太平洋岸の “津々浦々” にある
危険な地名と古人からのメッセ
ージを読み解き、災害対策の知
恵を探る。

　会津藩士にして新撰組隊士、
山浦鉄四郎。かれが愛した薙刀
の達人、中野竹子。２人は抗う
ことすら許されず、幕末の戦乱
に呑み込まれていく…。“逆賊”
とよばれた若者たちの恋と戦、
生と死を描いた歴史長編。

　なつきちゃんと、かずとに
いちゃんは、ジェットコース
ターに乗りました。ゆっくり
ゆっくりのぼっていって、急
降下。真っ暗なトンネルに吸
い込まれました。その先に広
がっていた世界は…。

地名に隠された「南海津波」　
谷川�彰英著　出版：講談社

戊辰繚乱
天野�純希著　出版：新潮社

びっくりゆうえんち（絵本）　　　
コマヤスカンえ，川北亮司さく　出版：教育画劇

　大洲ゆかりの偉人といえば、中江藤
とう

樹
じゅ

や矢野玄
はる

道
みち

ら
が有名ですね。では、現在活躍されている大洲ゆかり
の人々を知っていますか？大洲高校卒業の電子工学者・
中村修

しゅう

二
じ

さん、少年時代に新谷地区に疎開していた漫
画家・松本零

れい

士
じ

さん、愛媛新聞などで俳句コラムを連
載されている大洲出身の作家・村上護

まもる

さん、その他、
幅広い分野で活躍されている人たちがいます。
　 5月から、大洲市立図書館1階地域コーナー内に “大
洲ゆかりの著作者コーナー” を設けました。地元ゆか
りの人たちの作品に触れてみてください。

おしえて司書さん！～大洲出身の作家さんっているの？～

６ 月展示

一般：『６月の花嫁～ジューンブライド～』

　いやな天気が続いて、気分も沈みがちな梅雨の時期で
すが、６月は「ジューンブライド」という言葉のとおり、
６月に結婚した花嫁は幸せになるといわれています。
　今月は、「ジューンブライド」の由来の秘密や「花嫁」
「結婚」「恋愛」をテーマにした本の展示と貸し出しを行
います。

児童：�『いろいろあるよ！お店やさん』

　花屋さんに八百屋さん、何でも売ってるデパート。みんな
は、どのお店やさんが好きかな？
　今月は、いろいろなお店が出てくる絵本や児童書の展示
と貸し出しを行います。
　読むと、お買い物に行きたくなるかも。
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保健センター
大洲市保健センター☎23-0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52-3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34-2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39-2113（河辺地域）

６月の各種検診（健診） 

　乳幼児関係　

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診　

　婦人がん検診　

　歯周疾患検診　

実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
４日㈫

午後 １時～
１時30分

大洲市
保健センター

４か月児健診　　　（25年１月生） 母子手帳・アンケート・
タオル類11日㈫ 10か月児育児相談（24年 ８ 月生）

18日㈫ 1歳 ６か月児健診（23年11月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ25日㈫ ３歳児健診　　　　（22年 5 月生）

実施日 受付時間 場　所 内　　　　容
４日㈫

～

６日㈭
午前 8時30分～

11時 市民会館 【対象者／料金】
▽特定健診　　　　　40～74歳の国保加入者／1,000円
　（該当者には案内状を送付します。）
　※保険証・受診券・質問票を持参してください。
▽胃がん検診　　　　40歳以上の人／1,200円
▽肺がん検診　　　　40歳以上の人／700円
▽結核検診　　　　　65歳以上の人／無料
　※肺がん検診時に同時検査
▽大腸がん検診　　　40歳以上の人／600円
▽前立腺がん検診　　50歳以上の男性／2,100円
▽肝炎ウイルス検診　40歳以上の人／700円
　※75歳以上は、前立腺がん検診を除いて無料
▽後期高齢者健診　　75歳以上の人／無料
　※後期高齢者医療被保険者証を持参してください。

10日㈪ 午前 8時30分～
10時 予子林自治センター

11日㈫
午前 8時30分～

10時30分

正山小学校

12日㈬ 大谷自治センター

13日㈭ 基幹集落センター

17日㈪ 午前 8時30分～
11時 肱川保健センター

19日㈬ 午前 8時30分～
10時30分 大川公民館

実施日 乳がん受付時間 場　所 内　　容
４日㈫

～

６日㈭
午前 8時30分～11時
午後 1時～２時 市民会館

子宮頸がんの受付時間は、いずれの実施場
所も午後１時～１時30分です。
【対象者／料金】
▽子宮頸がん　20歳以上の女性／1,000円
▽乳がん　　　40歳以上の女性／1,200円

　保険証をご持参ください。
　※75歳以上は無料

13日㈭
午前 8時30分～10時30分
午後 1時～2時

基幹集落センター

19日㈬ 大川公民館

※特定健診・がん検診とも事前申し込みは不要です。問診票は検診場所に置いてありますので、ご自由にお取りください。

年　齢 生　年　月　日

40歳 昭和48年４月１日～昭和49年３月31日

50歳 昭和38年４月１日～昭和39年３月31日

60歳 昭和28年４月１日～昭和29年３月31日

70歳 昭和18年４月１日～昭和19年３月31日

２ 日㈰ ご と う 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0８９3︵23︶0510

９ 日㈰ 山 下 小 児 科 （ 西 予 市 ） ☎0８９４︵６2︶６８01

16日㈰ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎0８９４︵2４︶11９９

23日㈰ さ わ い 小 児 科 医 院 （ 中　 村 ） ☎0８９3︵2４︶7530

30日㈰ ご う お 小 児 科 医 院 （ 西 大 洲 ） ☎0８９3︵2４︶3９3６

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前９時～午後５時　※は午後６時まで）

【歯は健康のバロメーター】
　６月３日～ 12月2８日の期間中、左記の人を対象に歯周
疾患検診を実施します。市内の委託医療機関または大洲
市保健センターへ申し込んでください。
（６月３日から受付開始）
▽先着70名
▽自己負担500円（市が2,500円負担します。）
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【 8：30 ～17：30】 夜間帯 【17：30 ～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 神南診療所（新　谷）
☎25－7720

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます。）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　�月～金　午前 ８時30分～午後 5時15分
場　市役所社会福祉課（子育て支援室）
問　☎2４－2111 ︵内線1８5 ･ 1８８︶

《家庭教育・子育て相談》
時　�火・木・金曜日の午前 ９時～午後 ４時
場　�喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎2４－４5８0

▽ ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　�月～木　午前 ８時30分～午後 5時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館3階〕　
問　☎2４－1４1４

▽青少年相談室
時　�月～金　午前 ８時30分～午後 5時15分
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎2４－7８30

▽物忘れ相談
時　 ６月2６日㈬　午後 1時30分～ 2時30分
場　総合福祉センター 1階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎2４－2111 ︵内線1６９ ･ 17６︶

▽心配ごと相談
大洲地域
時　�一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1・ 3火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 2・ ４・ 5火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　�午前10時～正午・午後 1時～ ４時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1階
　　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
    （相談室直通）　　　　☎23－5６2９
長浜地域
時　 ６月2８日㈮　午後 1時～ ４時
場　長浜体育館 1階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎52－11９４
肱川地域
時　 ６月 5日㈬　午後 1時30分～ ４時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－2312
河辺地域
時　 ６月11日㈫　午前 ９時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎3９－2510

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の当番にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

スーパークールビズ推進 期間

佐川印刷㈱ 大洲営業所
〒795-0052　大洲市若宮496 TEL（0893）24-0771お申し込み先

【素　材】：ポリエステル１００％ドライシャツ
【印　刷】：胸に1ヵ所（ラバープリント／カラーもＯＫ！／大きさ10㎝角）
【料　金】：（Tシャツ）　 1着1,600円（税込）×10着＝16,000円（税込）
　　　 　 （ポロシャツ）1着1,800円（税込）×10着＝18,000円（税込）

【素　材】：ポリエステル１００％ドライシャツ
【印　刷】：胸に1ヵ所（ラバープリント／カラーもＯＫ！／大きさ10㎝角）
【料　金】：（Tシャツ）　 1着1,600円（税込）×10着＝16,000円（税込）
　　　 　 （ポロシャツ）1着1,800円（税込）×10着＝18,000円（税込）

※最低ロットは10着です。

色は21色！ご自由に選べます！色は21色！ご自由に選べます！
吸汗速乾機能のドライシャツ吸汗速乾機能のドライシャツ

●【締切日】：2013年8月20日までのお申し込み
●【納　期】：発注日より約２週間

夏を先取り！！

オリジナルシャツ
プリントキャンペーン

20134月1日～8月20日月 火
20134月1日～8月20日月 火

10着お申し込みごとに

１着サービス！

※詳しくは、　http://www.kanbankobo.com/

で検索。かんばん工房 検索
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㈲クリーンセンター
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ポイントカードに
ポイント（１㎏＝１ポイント）を貯めて
ポイントカードに
ポイント（１㎏＝１ポイント）を貯めて

商品券と交換商品券と交換商品券と交換
500ポイントで500ポイントで

500円分の500円分の

古新聞・古雑誌・ダンボール ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
バイパス大洲南出口
より旧56号線へ150m大洲店 24-5700

【営業時間】am9時～pm8時 【定休日】水曜日

金・プラチナ高価買取　ブランド品販売
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　龍馬の炭窯は、昨年大洲市で行われた「龍馬がゆく！
大洲」150年記念事業の協賛支援事業の補助を得て、平
成24年６月に結成されました。現在は、経験者を含む８
人のメンバーで、炭の原料となるカシやクヌギの木の調
達から、炭の取り出しまでを行っています。
　炭作りにはおよそ２週間かかりますが、その中で最も
大変ことは、でき上がった炭を窯の中から取り出す作業
です。窯には約300キログラム分もの炭があり、みんな
で協力し、体中を真っ黒にしながら行います。
　その炭は、道の駅「清流の里ひじかわ」などで販売し
ていて、販路拡大がこれからの課題となっています。炭
は野外での調理をはじめ、湿気取りや脱臭など、さまざ
まなことに利活用できるので、もっと多くの人にその利
便性を周知していきたいと考えています。
　活動を始めて間もないですが、地元小学生の体験学習
の場に使用されることもあり、親御さんからも好評をい
ただいています。また、炭を作る時期を河辺地区のイベ
ントに合わせ、煙を発生させることで、従来とは一味違っ
た風情を味わっていただけていると思います。
　今後は河辺ふるさとの宿と連携して、炭作り体験を行
える機会を増やしていきたいです。美しい自然の中で行
う炭作り体験は格別ですので、ぜひ一度、河辺地区に来
てください。
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